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本資料はフィッシャー・トロプシュ（FT）法による液体炭化水素（人造石油）
合成の工業化に関する資料である。1930年代後半の緊張した国際状況下、石油
の受給が逼迫する背景で進められた人造石油工業化に関する資料、用いられた
触媒や合成された人造石油、多くの文献資料等［フローシート・図面80点、文
献・研究報告書63点、文書（工場敷地買収関係書、工員台帳など）123点、写
真・アルバム11点、試料関係（人造石油、試薬瓶等）26点］も残されている。
1938（昭和13）年に安全保障上の国策として半官半民の北海道人造石油(株)が
設立され、FT法石炭液化技術による人造石油の工業化が進められた。1942（昭
和17）年から稼働開始、戦時の資材不足などによりプラントの稼働率が上がら
ないまま終戦、戦後は中東産の安価な原油と経済的に競争できずに1952（昭和
27）年に終了した。当時の社会背景を受けた技術開発や工業化を示すものとし
て重要である。

一－ホ（試行錯誤、失敗の事例など科学技術の継承を図る上で重要な教育的価値を有すもの）
二－ハ（社会、文化と科学技術の関わりにおいて重要な事象を示すもの）
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